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岐⾩県⽴⼋百津⾼等学校における外国⼈⽣徒等の教育 
 
 

本校は創⽴ 78 年⽬を迎える⾼校である。33 年前に中⼭間地である現在の地に町の中⼼
部から移転した。20 年ほど前までは鉄道で近隣の可児市から⽣徒の多くは通っていたが、
過疎化が進む中でその鉄道(名鉄)も廃線となり電⾞とバスを乗り継いでの登校となってし
まった。連携型中⾼⼀貫教育に 18 年前から取り組み、町内から通う⽣徒が増加し、可児市
や美濃加茂市からの通学者は当時減少した。しかし近年、町内の⽣徒数の減少から、可児市・
美濃加茂市からの⼊学⽣が急激に増加している。外国⼈もその頃から可児市・美濃加茂市に
増加し始めた。しかし、遠⽅ということで外国⼈の⼊学⽣は微増するだけであった。その頃、
近隣の東濃⾼校の外国⼈⼊学者は増加傾向であった。 

しかし、5 年ほど前から本校を希望する外国⼈が増加し始め、カタカナ⽒名の⽣徒が増え
ていった。⼊試でも外国⼈枠での受験⽣(2 名)が 3 年前に初めてあった。 

本校を希望する外国⼈の特徴は近隣の東濃⾼校とは違う傾向がみられる。東濃⾼校を希
望する⽣徒は外国⼈としてこれからも⽣きていきたい、外国⼈の集団を⼤切にしたい⽣徒
が⽬指す学校となり、本校を志望する⽣徒は外国⼈ではあるが⽇本⼈の社会にこれから⽣
きていきたいという⽣徒たち、つまり将来もこの⽇本社会で⽇本語を習得して⽇本⼈とし
て⽣活していきたいと望む⽣徒である。 

また、本校には外国⼈⽣徒適応指導員は配置されておらず、東濃⾼校に勤務する 2 名の
ポルトガル語・タガログ語の指導員を保護者懇談時などに派遣依頼をしているだけである。
⽇々の授業も全て⽇本語のみでの対応であり、それらの⽀援についても⼀切県からはされ
ていない。 

⼊学時には⽇本語に不慣れな⽣徒たちも⼊学後に懸命に⽇本語を学び、⽇本語の会話⼒
を磨いている状態である。授業で使⽤するプリント類も全て⽇本語なので外国⼈⽣徒たち
は⼊学するまでにある程度は⽇本語で話し、⽇本語で⽂章を書く⼒が必要である。若い⼒と
吸収⼒で⼊学当初は苦労した⽣徒も⽉⽇の経過とともに⽇本語⼒が⾝に付いている。 

進路指導・キャリア教育⾯では前述したように、⽇本⼈として⽇本社会に根付いて⽣活し
たいという⽣徒が多いために、何ら本校の⽇本⼈⽣徒と差別化した指導は⾏っていない。就
職先・進学先も他の⽣徒たちと同じである。しかし、このコロナ禍の中で保護者の⽣活は苦
しくなっており進学したくてもできない⽣徒などが増えていることは現状としてある。 



⽇々の部活動も積極的に参加する外国⼈⽣徒も多く、今年もボート部部員として 3 年間
活動しインターハイに出場する⽣徒もいる。また別紙の新聞記事のように⺟語でもないに
も関わらず、英語学習に熱⼼に取り組み英語検定準 1 級に合格する⽣徒もいる。就職につ
いても様々な⾔語能⼒を認められて外国⼈労働者が多い企業の事務職に就き外国⼈労働者
の通訳にあたっている⽣徒などもいる。また、本校の卒業⽣ 2 名が東濃⾼校の外国⼈⽣徒 
適応指導員として勤務している。 

本校は⼈道の町、杉原千畝の由来の地として、⼈道教育にも⼒を⼊れるとともに、連携型
中⾼⼀貫教育校、そして全国でも珍しいデュアルシステム(企業実習)にも取り組んでいる⾼
校である。そのため、地域との触れ合いも多く、岐⾩県が進めているふるさと教育にも熱⼼
に取り組んでいる。外国⼈⽣徒も町内の様々な⾏事やボランティア活動に参加することで、
地元に対する愛着⼼や本校に対する帰属意識を培ってきた。しかし、コロナ禍の中で、それ
ら多くの活動ができない状態がすでに 1 年以上続いていることも現実としてある。 

⽇本⼈として⽣きていく上で必要なマナーや習慣、⼈間関係を育むための⾏事をこれか
らどうしていくかが課題として存在する。また、これは外国⼈家庭に限ったことではないが
保護者の⽣活がコロナで困窮になりつつある中で、⼀⼈ひとりをより注意深く⾒る必要が
ある。 


